
 

 

 

 

忘れられない一球 

                                         ２年Ａ組担任 林 克明 

 今月、運動部は、いよいよ地区大会を迎えます。この大会は、県から北信越、全国へとつながる大切な大会

であり、負けた時点で、３年生は部活動を終えることになります。 

 さて、ずいぶん昔になりますが、中学の時、私は野球部に所属し、白球を追いかける日々を送っていました。

現在とは違い、地区大会への出場は、郡市の予選を勝ち抜く必要がありました。自分で言うのもおこがましい

ですが、私たちのチームは、よくまとまった素晴らしいチームでした。しかし、同じ郡内にどうしても勝てな

いチームがありました。いつも接戦で、あと一歩のところで負けていました。 

 ３年生最後の大会。その中学校との試合は、０対０のまま進みました。延長へ入るかと思われた最終回の裏、

２アウト２塁。相手打者が放った打球はセンターへ転がりました。センターは、素早くショートに返球。その

ボールがわずかに乱れ、ショートが何とかバックホームをするも、ランナーはきわどく生還。０対１のあっけ

ない幕切れでした。勝負の世界に「たら」「れば」はありませんが、「センターがしっかり投げていたら」、

「ショートがちゃんと捕っていれば」、私たちに勝機があったかもしれません。あの一球は、今でも鮮明に脳

裏に焼き付いています。今までどうしても勝てなかったそのチームは、その後も勝ち進み、県大会を制しまし

た。 

 月日が過ぎ、私たちが卒業を間近に控えた部活動送別会での２年部長のあいさつ。話し始めた途端、目から

大粒の涙があふれ、あの一球への後悔の気持ちを語り始めました。彼は、あの試合のセンターでした。その時、

私はただ目を伏せ、黙って下を向くことしかできませんでしたが、今、彼があの試合後、どんな気持ちで野球

に向き合っていたかを考えると胸が痛みます。 

 試合である以上、必ず勝敗はつきます。それは、ほんのわずかの差やミスであるかもしれないし、その日の

コンディションに左右されるかもしれません。しかし、結果がどうなろうとも、これまで積み重ねた努力や苦

労が０(ゼロ)になるわけではありません。大会を控える選手の皆さんには、最後まであきらめることなく、ただ

ひたすら自分のプレーに集中し、もてる力を存分に発揮してくることを願います。 

 

 

 

 ３日（月）清掃ボランティア 

専門委員会  

    ８日（土）地区大会（野球） 

   １１日（火）よい歯の児童・生徒コンテスト 

１３日（木）心臓検診 

１５日（土）～１６日（日） 

 地区大会（バレーボール、 

ソフトテニス、バドミントン） 

１７日（月）小学校部活動体験 

２０日（月）眼科検診   

２２日（土）市民体育大会（野球）                                      

２４日（月）避難訓練 

部停止（～７/２） 

ノーメディア週間（～７/２） 

 

 

高岡市立国吉中学校 

第１学年 学年だより 

                          令和元年６月３日発行 

                                第 ３ 号 

栄光の記録 

市民体育大会（５月２４日、２５日） 

ソフトテニス部 

団体 優勝 

 

バドミントン部 

 団体 ３位 

学校生活の様子や大会の写真など

国吉中学校ＨＰにて随時更新して

います！是非、ご覧ください。 
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 終日校外学習が終わり、晴天が続いた１週間。暑い中での運動会練習を終え、いよいよ運動会当日！ 

〝闘志を燃やしてつかみとれ！新時代の栄冠を!!〟のテーマのもと、競技や応援、係の仕事などに一生懸命 

取り組みました。                                              

１００ｍ走 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊走 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応援合戦 

・応援合戦は練習よりも動きも声も大きくできました。声がかれそ 

うになるまで出せたと思います。自分の中では１位になるくらい 

がんばったと思います。 

・白団は必ず優勝する！という思いで練習の時から常に全力でした。 

・応援合戦は惜しくも２位でしたが、今までで１番いい応援合戦が 

できてとても良かったです。 

・上級生が１位をとれずに泣いていたので練習をもっとがんばろうと思いました。 

・応援合戦では精一杯やったのに３位だったのでとても悔しかったです。この経験を 

生かして来年の応援合戦をがんばりたいです｡ 

・３年生に悔しい思いをさせないようにもっと自分も声を出しがんばりたいです。 

・３年生の応援がすごく熱心で、声がかれるくらいまで出していたので、来年は３年 

生みたいに声がかれるくらいに出したいです。 

・応援合戦ではみんなで声を出し合って、僕も大きな声が出せたので良かったです。 

・競技をしているときに２、３年生が大きい声で応援していてすごい 

なと思いました。 

・上級生はとても優しく、頼りがいがありました。１年生よりも行動 

が速かったです。 

・小学生の座っていた子たちに応援するようしっかりと呼びかけました。 

・騎馬戦では、団の人と協力して作戦を立ててやりました。 

小中合同運動会 ５月１８日（土） 

 

・１００ｍ走と遊走で両方１位になれるほどがんば

ることができたので良かったです。 

・遊走では苦手な網くぐりを早くくぐることができ

ました。 

・競技では全力を出して自分のできることをやった

ので良かったです。 


